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十
月
か
ら
三
月
の
祭
事
暦

 

十 

月
〇
神
嘗
祭
遥
拝�

十
　
月
　
十
七
日
（
土
）

〇
裏
千
家
献
茶
式�

十
　
月
二
十
一
日
（
水
）

 

十
一 

月

〇
明
治
祭�

十
一
月
　
三
　
日
（
火
）

〇
金
咲
稲
荷
神
社
例
祭�

十
一
月
　
八
　
日
（
日
）

〇
大
宮
祭�

十
一
月
　
十
五
日
（
日
）

〇
新
嘗
祭�

十
一
月
二
十
三
日
（
月
）

 

十
二 

月

〇
御
煤
払
式�

十
二
月
　
二
十
日
（
日
）

〇
大
祓
式�

十
二
月
三
十
一
日
（
木
）

〇
除
夜
祭�

十
二
月
三
十
一
日
（
木
）

 

一 

月
〇
歳
旦
祭�

一
　
月
　
一
　
日
（
金
）

〇
元
始
祭�

一
　
月
　
三
　
日
（
日
）

〇
古
札
焼
納
式�

一
　
月
　
十
五
日
（
金
）

 

二 

月
〇
節
分
祭�

二
　
月
　
二
　
日
（
火
）

〇
紀
元
祭�

二
　
月
　
十
一
日
（
木
）

○
天
長
祭�

二
　
月
二
十
三
日
（
火
）

 

三 

月
〇
祈
年
祭�

三
　
月
　
十
七
日
（
水
）

〇
春
季
皇
霊
祭
遥
拝�

三
　
月
　
二
十
日
（
土
）

 

諸 

祭
○
御
日
供
祭

　
　
毎
日
午
前
七
時
よ
り

〇
御
朔
日
参
り

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
朔
日
の
午
前
七
時
よ
り

〇
月
次
祭

　
　
元
日
を
除
く
毎
月
一
日
・
十
五
日
・
二
十
八
日

※�

但
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
よ
り
変
更
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



ご

挨

拶

宮
司
　

岡
　
秀
和

　

神
社
界
に
お
け
る
祭
典
と
疫
病
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
当
社
に

於
い
て
も
日
々
お
日
供
祭
に
併
せ
終
息
祈
願
を
執
行
し
て
お
り
、
祈
り
を

通
じ
て
感
染
症
の
脅
威
か
ら
氏
子
崇
敬
者
を
守
る
べ
く
真
摯
に
祭
祀
を
厳

修
し
て
い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
は
解
除
さ
れ
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
数
多
の
罹
患
者
の
報
道
に
、
軽
佻
浮
薄
な
行
動
は
厳
に

慎
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
海
外
で
は
未
だ
猛
威
を
ふ
る
い
、
罹

患
者
が
途
方
も
な
く
増
加
し
て
い
る
報
道
を
み
る
と
恐
ら
く
こ
の
ウ
イ
ル

ス
は
特
効
薬
が
出
来
な
い
限
り
人
と
共
存
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

罹
患
者
が
減
少
し
た
か
ら
と
い
っ
て
警
戒
を
緩
め
て
は
な
ら
ず
、
今
は

た
だ
一
日
も
早
く
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
一
色
と
な
る
前
、
今
年
の
年
明
け
は
、
快
晴
に
恵
ま

れ
、
雪
の
な
い
暖
か
な
初
春
で
例
年
に
な
く
多
く
の
初
詣
が
あ
り
、
社
頭

は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
願
わ
く
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
が
治

ま
り
、
明
年
の
正
月
も
斯
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

明
年
は
疫
病
や
災
害
の
憂
い
も
な
く
、
穏
や
か
な
日
の
光
の
中
で
新
年

を
迎
え
、
無
病
息
災
と
静
謐
な
一
年
で
あ
る
事
を
ご
家
族
共
々
お
祈
り
頂

き
、
新
た
な
年
の
抱
負
を
神
様
に
お
誓
い
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
皆
様
方

の
ご
平
安
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
不
幸
に
も
鬼
籍
に

入
ら
れ
た
方
々
に
は
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
図
ら
ず
も
罹

患
さ
れ
病
床
に
あ
る
方
、
商
い
の
自
粛
等
で
損
害
を
被
り
大
き
な
影
響
を

お
受
け
に
な
り
ま
し
た
方
々
に
対
し
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
医
療
従
事
者
や
疫
病
の
終
息
に
日
夜
ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆

様
に
対
し
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、
世
界
中
を
席
巻
し
、
日
本
に
於
い
て

も
緊
急
事
態
宣
言
が
政
府
よ
り
出
さ
れ
、
巷
間
で
は
各
種
諸
行
事
の
自
粛

や
延
期
・
中
止
な
ど
対
策
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。
当
社
に
於
い
て
も
恒
例
の

大
祭
の
縮
小
や
手
水
舎
の
閉
鎖
・
消
毒
液
の
設
置
や
マ
ス
ク
の
着
用
等
対
策

に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
不
要
不
急
の
外
出
が
制
限
さ
れ
多
く
の
企
業
活
動
に

も
支
障
を
き
た
し
、
経
済
が
疲
弊
し
た
事
で
我
々
の
日
常
生
活
に
も
大
き
な

影
響
を
受
け
た
事
は
改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

所
謂 

疫
病
は
今
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、歴
史
を
紐
解
く
と
、「
日

本
書
紀
」
や
「
続
日
本
紀
」
の
中
に
崇
神
天
皇
の
御
代
や
慶
雲
年
間
・
天

平
年
間
・
貞
観
年
間
等
々
疫
病
流
行
の
記
述
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
医
学
の
知
識
の
乏
し
い
時
代
で
、
終
息
を
願
う
術
は
祈
る
事
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
あ
る
お
祭
り
の
中
で
も
特
に
「
鎮
花
祭
」「
大
祓
」

等
は
穢
れ
や
崇
り
を
鎮
め
息
災
を
願
う
祭
祀
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
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ご
参
拝
の
皆
様
へ
　
─
─
当
社
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

郵
送
に
よ
る
各
種
お
申
込
み
に
つ
い
て

 

ご
祈
祷

お
願
い
事
・
お
名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
祈
祷
奉
仕
の
後
、お
さ
が
り
を
郵
送
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

お
守
り

お
守
り
の
種
類
・
お
名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申
込
み
頂
け

ま
す
。

①�ホームページよりご祈祷申込書を
ダウンロードして印刷する
　（またはお電話でも対応致します）

②�申込書へ記入後、FAXまたは�
郵送にて当社へお送りください

③�申込書を確認後ご祈祷を申し上げます ④�ご祈祷後、�
お札・お守りを�
お届け致します

⑤�お届け致しますお札・お守りに郵便振替用紙を
同封致しますので、ご利用の上�
指定の初穂料をご入金ください

神
社
の
対
応

・
授
与
所
（
お
守
り
・
ご
朱
印
等
）
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

・�

ご
朱
印
は
書
置
き
で
の
対
応
と
し
、
ご
持
参
の
朱
印
帳
に
直
接
お
書
き
す
る
こ
と
は
控
え
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

・
ご
祈
祷
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

・
ご
祈
祷
を
お
受
け
に
な
る
方
は
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

・�「
三
密
」
の
状
況
を
作
ら
ぬ
よ
う
換
気
・
消
毒
等
の
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
ご
祈
祷
の
待
合
所
、
ト
イ
レ
等
、
館
内
の
窓
を
開
放
し
換
気
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
玄
関
に
消
毒
液
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

参
集
殿
の
対
応

・
会
館
入
口
と
式
場
入
口
前
に
消
毒
液
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

・
式
場
、
披
露
宴
会
場
は
窓
と
扉
を
開
放
し
、
換
気
扇
に
て
空
気
の
入
れ
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
お
客
様
の
利
用
前
と
利
用
後
は
ド
ア
ノ
ブ
等
、
手
が
触
れ
る
場
所
を
定
期
的
に
消
毒
し
て
お
り
ま
す
。

・
式
場
は
参
列
者
の
間
隔
を
一
席
ず
つ
空
け
、
両
家
各
十
二
名
様
ま
で
の
ご
案
内
と
し
て
お
り
ま
す
。

・�

披
露
宴
会
場
は
「
三
密
」
を
避
け
る
為
、
一
階
は
最
大
五
十
名
様
、
二
階
は
最
大
四
十
名
様
ま
で
の
ご

案
内
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

・
当
面
の
間
、
結
婚
式
は
一
日
二
組
（
午
前
・
午
後
各
一
組
）
ま
で
の
受
付
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

職
員
の
対
応

・
マ
ス
ク
着
用
に
て
対
応
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

・
毎
日
検
温
を
実
施
し
、
体
調
管
理
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
日
々
の
ご
対
応
が
変
わ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

お
越
し
に
な
る
前
に
お
問
合
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
順
次
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

多
賀
大
社
社
務
所
　
〇
七
四
九
―
四
八
―
一
一
〇
一

郵送によるご祈祷の手順

申込書のダウンロードは
こちらからどうぞ
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ご
案
内



髙
たか

木
ぎ

　喜
き

一
いち

郎
ろう

昭和18年５月15日生（77歳）
多賀大社豊年講世話係
（犬上郡多賀町尼子）
略　歴� �金融機関勤務（支店長歴五店舗）
� �大津地方裁判所管轄内�

大津家庭裁判所、�
彦根・東近江簡易裁判所�
非常勤勤務

� 多賀町尼子区長（二期）
� 多賀大社尼子区氏子総代（四期）

頭　人 古
例
祭

九
月

ご
神
幸
（
お
渡
り
）
中
止

　
七
月
一
日
、
九
月
頭
人
差
定
式
を
ご
斎
行
申
し
上
げ
、
多
賀
町
尼
子
の
髙
木
喜
一
郎
様
に
差
符
が
受

け
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
引
き
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が
強
く
懸
念
さ
れ
、
警
戒
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
下
か
ら
、
本
年
の
九
月
古
例
祭
の
お
渡
り
は
春
の
古
例
大
祭
に
続
き
止
む
無
く
中

止
と
判
断
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
尚
、
九
月
九
日
古
例
祭
当
日
は
宮
司
以
下
神
職
の
み
で
本
殿
祭
を
ご
斎
行
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
明
年
は
頭
人
・
氏
子
崇
敬
者
を
始
め
供
奉
の
皆
々
様
と
共
に
一
連
の
諸
儀
式
を
盛
大
に
迎
え
さ
せ
て

頂
く
よ
う
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
、
頭
人
の
差
符
を
お
受
け
頂
き
ま
し
た
髙
木
喜
一
郎
様
に
は
明
年
に
ご
奉
仕
を
賜
わ
り
ま
す
事

を
此
処
に
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

差符を受ける頭人差符を受ける頭人

例
年
、
九
月
二
十
八
日
の
講
社
大
祭
に
は
講
社
献
幣
使
を
始
め
全
国

よ
り
講
員
皆
様
の
ご
参
列
を
頂
き
斎
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
情
勢
に
鑑
み
九
月
古
例
祭
と
同
様
に
ご
参

列
を
伴
わ
な
い
形
で
、
神
職
の
み
で
祭
典
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。

講
社
大
祭
ご
参
列
中
止

4
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十
一
月
二
十
三
日
、
豊
年
講
の
皆
様
よ
り
ご
献
納
の
初
穂
米
を
お
供
え
し
、
新
嘗
祭
を
斎
行

致
し
ま
す
。

豊
年
講
秋
季
大
祭
豊
年
使
を
奉
仕
す
る
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
年
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 
清し

水み
ず　

正ま
さ

雄お

　
令
和
二
年
一
月
に
宮
司
様
の
ト
定
に
よ
り
今
年
の
豊
年
使
と
し
て
新

嘗
祭
を
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
決
ま
り
、
誠
に
畏
れ
多
く
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
日
々
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
平
成
十
八
年
に
米
原
市
大
原
地
区
の
小
世
話
係
と
し
て
豊

年
講
に
ご
縁
を
頂
い
て
よ
り
、
平
成
三
十
年
か
ら
は
大
世
話
係
を
預

か
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
大
役
は
当
地
区
の
名
誉
で
あ
り
小
世
話

係
様
を
始
め
講
員
皆
様
と
共
に
ご
奉
仕
で
き
ま
す
事
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
お
多
賀
さ
ん
に
は
幼
少
期
よ
り
今
に
至
る
ま
で
人
生
の
節
目
だ
け
で

無
く
、
幾
度
と
な
く
お
参
り
し
、
自
身
の
古
稀
の
際
に
は
莚
寿
祭
の
神

社
行
事
に
も
参
列
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
お
蔭
様
で
多
賀
の
大
神
様
の
ご
加
護
の
下
、
大
病
も
患
わ
ず
家
族
一

同
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
頃
は
九
十
ア
ー
ル
の
田
、
十
ア
ー
ル
の
畑
の
農
作
業
に
専
念
す
る

傍
ら
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
や
野
外
授
業
の
指
導
に
も
携
わ
り
、

こ
れ
ま
で
に
は
地
域
行
政
や
学
校
関
係
の
役
職
を
頂
く
等
、
充
実
し
た

人
生
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
多
賀
さ
ん
と
の
ご
神
縁

や
様
々
な
皆
様
と
の
ご
縁
を
大
切
に
日
々
過
ご
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
年
の
豊
年
講
秋
季
大
祭
で
は
、
講
員
皆
様
の
代
表
と
い
う
重
い
責

務
と
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
多
数
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
五
穀
豊
穣
・

神
恩
報
賽
・
講
員
の
健
康
を
お
祈
り
し
感
謝
の
気
持
ち
を
大
神
様
に
お

伝
え
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
嘗
祭 

豊
年
講
秋
季
大
祭

　
古
代
よ
り
我
が
国
は
豊
葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
国
（
と
よ
あ
し
は
ら
の
　
ち
い
お
あ
き
の
　
み
ず
ほ
の
く

に
）
と
呼
ば
れ
、
弥
生
時
代
に
は
稲
作
が
始
ま
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
豊
葦
原
と
は
豊
か
な
葦
が
群
生
す
る
事
を
表
わ
し
、
千
五
百
秋
は
長
い
年
月
つ
ま
り
永
遠
の
意
、
瑞
穂

国
は
豊
か
に
実
っ
た
稲
穂
の
国
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
我
々
日
本
人
は
遠
い
祖
先
の
代
よ
り
稲
作
文
化
を
大
切
に
し
て
農
耕
儀
礼
を
中
心

と
し
た
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　
お
多
賀
さ
ん
で
は
、
そ
の
儀
礼
を
後
世
に
継
承
す
べ
く
春
か
ら
秋
に
か
け
て
諸
祭
儀
を
斎
行
し
て
お
り
、

こ
こ
で
そ
の
一
連
の
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

～
多
賀
大
社
豊
年
講
～

昭
和
二
十
五
年
に
創
設
さ
れ
て
よ
り
県
下
約
一
万
五
千
人
の
営
農
家
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
多
賀
さ
ん
の
ご
神
徳
を
仰
ぎ
五
穀
豊
穣
と
講
員
皆
様
の
幸
せ
を
祈
る
講
組
織
で
す
。

各
地
区
に
世
話
方
を
定
め
、
地
域
の
豊
年
講
員
が
一
丸
と
な
り
ご
奉
仕
頂
い
て
お
り
ま
す
。

お
多
賀
さ
ん 

農
作
の
一
年
〜
播
種
祭
か
ら
新
嘗
祭
ま
で
〜

一
月
　
祈
年
使
　
豊
年
使
の
卜
定

そ
の
年
の
祈
年
使
と
豊
年
使
を
宮
司
の
卜
定
に

よ
り
決
定
す
る
。

祈
年
使
は
春
の
祈
年
祭
を
奉
仕
し
、
豊
年
使
は

秋
の
新
嘗
祭
を
奉
仕
し
ま
す
。

又
、
両
使
は
御
田
植
祭
に
は
早
苗
司
と
し
て
、
抜

穂
祭
に
は
抜
穂
司
と
し
て
も
ご
奉
仕
さ
れ
ま
す
。

三
月
十
七
日
　
祈
年
祭
（
豊
年
講
春
季
大
祭
）

そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
る
お
祭
り
。
祈
年
使

は
前
日
夕
刻
よ
り
参
籠（
神
社
に
籠
り
潔
斎
）し
、

大
祭
当
日
は
ご
本
殿
に
て
祭
詞
を
奏
上
し
豊
穣

と
豊
年
講
員
の
息
災
を
祈
願
し
ま
す
。

四
月
　
播
種
祭

御
田
植
祭
斎
行
日
か
ら
遡
る
六
十
五
日
前
、
御

神
田
に
お
い
て
神
職
と
耕
作
担
当
職
員
に
よ
り

執
り
行
い
ま
す
。
御
神
田
の
水
口
に
祭
場
を
設

け
育
苗
を
祈
願
し
ま
す
。

六
月
第
一
日
曜
日
　
御
田
植
祭

本
殿
祭
に
引
き
続
き
御
神
田
で
は
、
早
乙
女
奉

仕
者
に
よ
り
古
式
に
則
り
田
植
え
・
田
踊
り
・

田
歌
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

九
月
　
抜
穂
祭

御
神
田
に
て
宮
司
・
抜
穂
司
・
抜
穂
女
が
刈
り

初
め
の
儀
式
を
行
い
、
稲
株
と
刈
穂
を
神
前
に

供
え
る
神
事
。

十
一
月
　
新
嘗
祭
（
豊
年
講
秋
季
大
祭
）

初
穂
米
を
神
前
に
お
供
え
し
、
五
穀
豊
穣
に
感

謝
す
る
お
祭
り
。
豊
年
使
は
前
日
夕
刻
よ
り
参

籠
（
神
社
に
籠
り
潔
斎
）
し
、
大
祭
当
日
は
ご

本
殿
に
て
豊
穣
感
謝
の
祭
詞
を
奏
上
し
ま
す
。

拝
殿
に
は
講
員
皆
様
か
ら
の
丹
精
込
め
た
初
穂

米
が
横
山
の
如
く
お
供
え
さ
れ
ま
す
。

5
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種
の
紳
士
録
と
み
な
さ
れ
た
形
跡
も
あ
る
。

　「
名
前
記
」
に
は
頭
人
の
村
名
と
名
前
に
加
え
て
、
そ
の

年
の
差
定
を
め
ぐ
る
で
き
ご
と
な
ど
を
備
忘
録
ふ
う
に
書
き

留
め
た
年
が
あ
る
。
差
定
に
あ
た
る
当
事
者
が
実
情
を
吐
露

し
た
か
の
よ
う
な
付
記
も
多
く
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
差
定

す
る
側
と
差
定
さ
れ
る
側
の
関
わ
り
を
窺
わ
せ
る
手
が
か
り

が
い
く
つ
も
見
い
だ
せ
る
。
多
賀
大
社
の
頭
役
祭
祀
が
、
全

国
に
も
類
を
み
な
い
、
長
い
伝
統
を
も
ち
え
て
い
る
原
動
力

の
ひ
と
つ
を
読
み
取
っ
て
み
た
い
。

二
、「
名
前
記
」
を
よ
む

　「
名
前
記
」
の
備
忘
メ
モ
を
す
べ
て
数
え
上
げ
て
み
る
と

計
二
一
八
件
に
の
ぼ
る
。
年
間
三
名
の
頭
人
そ
れ
ぞ
れ
に
付

さ
れ
て
い
る
の
で
一
年
で
一
件
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
ま
た
一
名

の
頭
人
の
付
記
が
内
容
的
に
複
数
の
こ
と
が
ら
に
触
れ
て
い

る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
メ
モ
を
整
理
す
る
と
、
表
１
に

示
す
と
お
り
、
⑴
世
の
中
の
大
事
件
の
記
録
、
⑵
祭
り
の
変

更
点
の
記
録
、
⑶
差
定
に
と
も
な
う
何
ら
か
の
問
題
点
の
記

録
、
と
い
っ
た
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
わ
か
れ
る
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
世
の
大
事
件
と
い
え
ば
、「
関
ヶ
原
御
陣
在
」（
慶
長

五
年
（
一
六
〇
〇
）
四
月
）
か
ら
「
八
月
長
州
与
異
人
戦
、

長
州
勝
」（
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
九
月
）
ま
で
の
名
だ
た

る
戦
乱
が
あ
る
。
ほ
か
に
地
震
、
水
害
、
大
火
、
彗
星
、
異

常
気
象
、
日
蝕
、
疫
病
、
改
暦
な
ど
、
内
容
は
多
彩
だ
。
多

賀
大
社
が
被
災
し
た
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
の
火
災
は
「
多

賀
社
炎
上
」
と
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
年
も
差
定
は
通
常
ど
お

り
行
わ
れ
て
い
る
。
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
の
桜
田
門
外

の
変
は
「
水
戸
悪
党
狼
藉
」
と
あ
る
が
、
祭
り
は
二
か
月
ほ

ど
の
延
期
を
経
て
、
ぶ
じ
に
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
祭
り
の
延
期
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
そ
れ

ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
先
の
表
で
、
祭
り
の
変

更
点
の
記
録
と
し
た
の
は
、
た
と
え
ば
歴
代
徳
川
将
軍
や
彦

根
藩
主
の
死
去
に
と
も
な
う
延
期
な
ど
、
主
に
祭
り
の
期
日

の
順
延
や
内
容
の
変
更
を
書
き
留
め
た
記
事
を
さ
し
て
い
る
。

ほ
か
に
貴
人
の
関
東
下
向
で
宿
場
や
城
下
が
取
り
込
み
中
で

あ
る
と
い
っ
た
理
由
で
、
彦
根
藩
か
ら
延
期
の
申
し
入
れ
を

受
け
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
理
由
で
祭

り
自
体
が
中
止
さ
れ
た
年
は
、
や
は
り
見
い
だ
せ
な
い
。

三
、
差
定
を
め
ぐ
る
問
題

　
三
つ
目
に
あ
げ
て
お
き
た
い
の
が
、
差
定
が
何
ら
か
の
困

難
に
直
面
し
た
と
い
う
事
例
で
あ
る
。
表
２
に
、
そ
の
代
表

的
な
記
事
の
原
文
を
掲
げ
た
。
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の

馬
頭
人
の
一
件
は
、
あ
る
意
味
で
は
象
徴
的
で
あ
る
。「
元

日
ニ
入
道
ニ
相
成
候
ニ
付
依
之
異
議
在
」、
つ
ま
り
三
日
に

差
符
を
持
参
し
た
ら
、
お
と
と
い
出
家
し
た
と
こ
ろ
だ
と

断
っ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
文
化
十
三
年

第３回

一
、
多
賀
大
社
の
頭
役
帳

　
多
賀
大
社
の
頭
役
祭
祀
の
長
い
伝
統
を
た
ど
る
と
き
に
参

考
に
な
る
の
が
、『
多
賀
大
社
叢
書�
記
録
篇
四
』
に
お
さ
め

る
「
多
賀
大
社
御
神
事
頭
人
御
使
殿
名
前
記
」（
以
下
、「
名

前
記
」）
と
題
さ
れ
た
簿
冊
で
あ
る
（
図
１
）。
タ
イ
ト
ル
の

と
お
り
、
四
月
・
六
月
・
九
月
の
祭
り
で
差
定
さ
れ
た
頭
人

の
名
前
を
各
年
書
き
留
め
た
記
録
で
、
と
く
に
慶
長
元
年

（
一
五
九
六
）
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で
の
約

二
七
〇
年
間
は
、
中
断
な
く
連
綿
と
書
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
一
般
に
頭
役
祭
祀
に
お
い
て
、
差
定
さ
れ
た
頭
人
の
名
を

書
い
た
帳
簿
は
頭
役
帳
や
頭
人
帳
と
よ
ば
れ
る
。
頭
役
帳
を

書
き
継
ぐ
こ
と
は
、
頭
役

祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
社
寺

や
宗
教
者
組
織
の
側
に

と
っ
て
は
、
そ
こ
に
蓄
積

さ
れ
た
情
報
が
祭
祀
の
伝

統
を
象
徴
す
る
意
味
を
も

つ
。
ま
た
帳
簿
に
し
る
さ

れ
た
過
去
の
頭
人
は
、
地

域
社
会
に
と
っ
て
は
そ
う

そ
う
た
る
名
士
た
ち
の
名

前
で
あ
り
、
頭
役
帳
は
一

図1　多賀大社の「名前記」
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（
一
八
一
六
）
九
月

の
頭
人
の
よ
う
に
、

差
符
に
記
さ
れ
た
人

間
は
う
ち
に
は
い
な

い
（
改
名
し
た
の
で
）、

と
言
い
張
っ
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
苦
し
紛

れ
の
逃
げ
口
上
と
い

え
な
く
も
な
い
が
、

そ
れ
以
外
に
も
、
経

済
的
に
困
窮
し
て
い

て
無
妻
で
も
あ
る

（
天
保
八
年
（
一
八�

三
七
）六
月
）と
か
、あ
る
い
は
夫
婦
と
も
に
病
身
で
あ
る（
万

延
元
年
（
一
八
六
〇
）
四
月
）
と
い
っ
た
家
庭
の
事
情
を
は

じ
め
、
差
定
さ
れ
た
村
が
浸
水
の
被
害
を
受
け
て
お
り
年
貢

上
納
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
（
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）
四
月
）
と
地
域
の
お
か
れ
た
過
酷
な
状
況
を
挙

げ
る
も
の
ま
で
、
頭
人
の
勤
仕
を
た
め
ら
う
理
由
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
紹
介
す
る
紙
幅
が
な
い
が
、
頭

人
の
服
忌
等
に
関
す
る
記
事
も
多
い
。
た
と
え
ば
差
定
し
た

と
こ
ろ
、
頭
人
の
妻
の
死
去
の
直
後
で
あ
っ
た
と
か
（
貞
享

二
年
（
一
六
八
五
）
六
月
）、
差
定
を
受
け
た
が
当
日
を
迎
え

る
ま
で
に
頭
人
の
息
子
が
死
去
し
た
（
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
）
九
月
）、
妻
の
出
産
の
直
後
で
あ
っ
た
（
元
禄

十
一
年
（
一
六
九
八
）
九
月
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事

例
も
十
件
あ
ま
り
を
数
え
る
が
、
差
符
を
一
時
的
に
他
家
の

者
や
村
役
人
に
預
け
る
な
ど
し
て
、
い
ず
れ
も
神
事
は
つ
つ

が
な
く
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

四
、
頭
人
の
「
利
解
」

　
こ
の
よ
う
に
書
き
連
ね
る
と
、
江
戸
時
代
の
頭
人
は
、
あ

の
手
こ
の
手
で
差
定
を
避
け
よ
う
と
し
た
か
の
よ
う
な
印
象

を
抱
く
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
態
は
、
む
し
ろ
逆
で
あ

る
。
何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
の
あ
っ
た
年
の
記
事
の
な
か
で
も
、

見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
最
終
的
に
み
な
頭
人
を
引
き
受
け
て

い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
表
２
に
示
す
と
お
り
、
い
っ
た

ん
躊
躇
し
拒
否
の
姿
勢
を
み
せ
た
人
々
は
、
つ
ね
に
説
得
さ

れ
て
頭
人
を
つ
と
め
あ
げ
て
い
る
。「
入
道
ニ
相
成
」
っ
た

人
物
の
場
合
で
さ
え
、
五
～
六
歳
の
子
ど
も
を
名
代
と
し
て

出
仕
さ
せ
て
い
る
。

　
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
の
事
例
で
は
、
頭
人
が
ど
う

し
て
も
差
符
を
受
け
取
ら
な
い
の
で
神
職
側
は
こ
れ
を
釜
の

う
え
に
置
い
て
辞
去
し
た
。
け
れ
ど
も
不
安
な
の
で
再
度
見

に
い
く
と
、
ち
ゃ
ん
と
床
の
間
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

お
そ
ら
く
そ
の
間
に
村
役
人
が
説
得
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
馬
頭
人
は
、
藩
役
人
か
ら

「
段
々
利
解
被
申
聞
」
つ
ま
り
時
間
を
か
け
て
説
得
が
行
わ

れ
て
い
る
。
同
年
の
六
月
の
頭
人
は
村
役
人
か
ら
「
色
々
利

解
申
聞
シ
」、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
も
神
職
は
ま
ず

村
役
人
を
「
利
解
申
聞
セ
」
て
い
る
。

　
中
世
の
日
本
各
地
に
み
ら
れ
た
頭
役
祭
祀
は
、
頭
人
の
負

担
の
大
き
さ
を
理
由
に
、
し
ば
し
ば
被
差
定
者
の
拒
否
に
あ

う
。
多
賀
の
祭
り
が
直
面
し
て
い
た
抵
抗
は
、
け
っ
し
て
多

賀
大
社
ひ
と
り
の
問
題
で
は
な
い
。
む
し
ろ
一
驚
に
値
す
る

の
は
、
差
定
の
拒
否
と
い
う
べ
き
事
態
の
な
か
で
も
神
社
側

は
説
得
に
説
得
を
重
ね
、
差
定
を
貫
徹
さ
せ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。「
名
前
記
」
に
よ
る
か
ぎ
り
、
差
符
の
字
句
を
訂
正

し
て
交
付
し
た
事
例
が
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
の
を
除
け
ば
、

差
定
を
撤
回
し
た
年
は
じ
つ
に
一
度
も
確
認
で
き
な
い
の
で

あ
る
。

　
こ
の
粘
り
強
い
説
明
の
内
容
が
ど
う
い
っ
た
も
の
だ
っ
た

か
、い
ま
と
な
っ
て
は
知
る
由
も
な
い
。
と
は
い
え
こ
の「
利

解
」
は
藩
役
人
や
村
々
の
庄
屋
ま
で
巻
き
込
み
、
い
わ
ば
当

時
の
社
会
を
あ
げ
て
説
得
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
で
、
差
定
が
神
慮
に
よ
る
も
の
だ
と
説
明
す
る
だ
け
で
は
、

江
戸
時
代
の
人
々
は
納
得
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
多
賀
の

祭
り
は
地
域
を
あ
げ
て
支
え
る
も
の
だ
と
す
る
、
な
ん
ら
か

の
合
意
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。「
名
前
記
」

に
は
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
を
窺
わ
せ
る
手
が
か
り
も
潜
ん

で
い
る
。

表１　「名前記」の備忘メモの内容と件数

分　類 件数

（1）世の中の大事件を記したもの 115

（2）祭りの変更点を記したもの 16

（3）差定にともなう問題点を記したもの 37

a）頭人が差定を拒んだ場合 （20）

b）頭人の近親者に不幸等があった場合 （11）

c）差符の文言に誤りがあった場合 （6）

（4）差定される村の復活を記したもの 33

（5）分類不可能なもの・その他 17

合　計 218

「多賀大社御神事頭人御使殿名前記」（『多賀大社叢書 記録篇四』）
により作成。件数の（　）は内訳を示す。

表２　「名前記」にみる差定トラブルとその解決の事例

年 月 記　事

寛永10年 （1633） 4 尤元日ニ入道ニ相成候ニ付依之異議在、五・六歳斗之子供ヲ名代出仕ニテ相済。

享保19年 （1734） 6

右彦兵衛江指定候処、内証不勝手ニテ御神事相勤候義ハ難出来様色々ト申榊ヲ受取
不申候ニ付、依而村役人方江申遣候処、釜之上ニ成共置御帰リ被成候而可然哉ト申
居候ニ付、榊ヲ釜之上ニ掛置罷帰リ候。然ル処余リ心元ナク候ヘハ、翌三日ニ山田禰
宜奉造酒、沙汰人馬場重右衛門参リ庄屋ヘ懸合候処、頭人方も無子細則榊も床江直
有之候ニ付安堵致罷帰ル。其後も無恙相勤候也。

天保 8年 （1837） 4

（前略）昨年より之凶作ニ頭人方ハ勿論村方一統困窮、猶更此邊ハ水込之場所ニテ御
年貢上納不仕候程之年柄故、御神事難相勤候間御受不申趣申居候ニ付、彦根寺社奉
行江届出候処頭人よりも願出居候。仍而当方先格之儀委曲申入候処、於役所頭人方
江段々利解被申聞嚴敷被申渡候ニ付、御受申候様頭人方より申出候ニ付、御指符相
渡無滞相済、翌四日九ツ時過ニ出役之者罷帰リ候事。尤御神事ニ至リ候而も彼是
六ヶ敷申居候ニ付、如先格書付ニも可及候処、段々村役人より断申出候ニ付無異議
無滞相済候事。

天保 8年 （1837） 6
右指定候処甚困窮ニ罷居、其上無妻ニ罷居候抔ト申一向御受不申候ヘ共、段々利解
申聞候処漸々御受申候ニ付、無恙差定出役之者七ツ時過ニ引取候。尤御神事前ニ至
リ候而も甚不法斗申居候ヘ共、村役人より色々利解申聞シ無滞相済候也。

万延元年 （1860） 4
右指定候処源右衛門病気、尚又内儀病気ニテ腰ヌケ、右様ニ候間相勤メ難候間倅源
次郎江サシ申候様色々ト申御受不申候間、村役人ヲ呼寄車戸造酒色々ト利解申聞セ
候様申渡ス。彼是申居候得共是非なく御受申候（後略）

「多賀大社御神事頭人御使殿名前記」（『多賀大社叢書 記録篇四』）により作成。
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多 賀 講

今
後
も
か
わ
ら
ぬ
お
力
添
え

と
、
健
や
か
に
お
暮
ら
し
の
程

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
被
表
彰
者
選
出
は
現
在
登

録
さ
れ
て
い
る
就
任
年
月
日
よ

り
抽
出
し
ま
し
た
。

就
任
三
十
年
世
話
係

大

垣

市

杉
田
　
邦
隆

揖

斐

郡

野
原
　
賢
司

関

市

桜
井
　
一
夫

東
近
江
市

西
川
　
昭
治

甲

賀

市

小
谷
　
　
茂

東
近
江
市

新
出
自
治
会
長

東
近
江
市

吉
島
　
　
彰

長

浜

市

小
林
　
治
男

綾

部

市

大
槻
　
文
彦

枚

方

市

重
村
　
裕
司

宝

塚

市

石
井
　
一
雄

三

田

市

大
東
　
孝
史

津

山

市

杉
山
　
康
聖

就
任
二
十
年
世
話
係

あ

ま

市

犬
飼
　
元
造

大

垣

市

三
輪
　
重
隆

美

濃

市

深
和
　
英
生

加

茂

郡

塚
本
　
文
彦

下

呂

市

細
江
　
弘
明

関

市

武
藤
　
左
郷

彦

根

市

前
川
　
政
夫

彦

根

市

水
野
　
清
司

長

浜

市

清
水
湧
三
郎

彦

根

市

清
水
　
秀
樹

彦

根

市

西
野
　
秀
男

彦

根

市

疋
田
　
末
徳

彦

根

市

川
並
　
　
博

長

浜

市

松
波
　
泰
治

野

洲

市

辻
村
　
源
吾

甲

賀

市

井
ノ
口
益
久

甲

賀

市

堀
内
　
伸
尚

甲

賀

市

野
口
　
佳
正

近
江
八
幡
市

竹
田
　
秀
子

蒲

生

郡

宇
田
　
照
之

蒲

生

郡

富
家
　
昌
男

東
近
江
市

林
　
　
繁
夫

東
近
江
市

田
中
　
敏
次

犬

上

郡

佐
藤
　
節
子

米

原

市

森
　
連
太
郎

米

原

市

須
戸
　
　
透

米

原

市

川
瀬
　
隆
典

米

原

市

藤
田
　
博
文

長

浜

市

脇
阪
　
義
一

松

阪

市

池
野
　
重
義

宇

陀

市

堀
内
　
伸
泰

木
津
川
市

岡
島
　
和
秋

木
津
川
市

大
野
　
幸
男

枚

方

市

小
山
　
　
翼

茨

木

市

東
　
　
利
之

堺

市

西
田
　
慶
三

伊

丹

市

小
笠
原
一
弘

丹
波
篠
山
市

百
合
　
克
昭

丹

波

市

野
垣
　
克
巳

（
敬
称
略
）

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

亀

山

市

駒
田
加
代
子

大

津

市

木
村
　
恭
子

近
江
八
幡
市

林
　
み
よ
子

近
江
八
幡
市

野
田
　
健
志

東
近
江
市

山
田
登
志
夫

大

垣

市

岡
本
　
　
正

甲

賀

市

市
井
　
幸
夫

長

浜

市

中
川
　
高
志

甲

賀

市

今
元
三
一
郎

知

多

市

石
田
　
俊
光

知

多

市

新
帯
平
四
郎

知

多

市

林
　
　
秀
興

知

多

市

江
端
　
菊
和

知

多

市

佐
藤
　
和
平

知

多

市

勝
嵜
　
孝
和

岐

阜

市

若
森
　
正
仁

愛

知

郡

中
西
智
寿
子

木
津
川
市

瓦
　
　
誠
一

綴

喜

郡

山
本
　
　
薫

彦

根

市

疋
田
　
由
明

米

原

市

西
澤
　
昌
弘

大

垣

市

田
中
　
賢
治

米

原

市

上
野
　
才
子

三

田

市

堀
江
　
典
夫

大

津

市

萩
原
　
勝
幸

蒲

生

郡

川
嶋
　
健
市

津

市

北
川
　
光
彦

丹
波
篠
山
市

火
置
　
　
洋

大

津

市

青
山
　
善
之

彦

根

市

馬
場
　
栄
吉

池

田

市

西
畠
　
靖
和

丹
波
篠
山
市

政
井
　
哲
志

丹

波

市

余
田
　
義
信

長

浜

市

清
水
　
鉄
朗

甲

賀

市

小
崎
　
　
優

甲

賀

市

野
尻
　
　
滋

度

会

郡

小
倉
　
永
輔

海

津

市

伊
藤
　
　
登

栗

東

市

太
田
　
賢
司

大

垣

市

桐
山
　
　
巧

大

垣

市

水
野
　
英
治

伊

丹

市

渡
辺
　
　
勲

神

戸

市

今
西
　
保
彰

松

阪

市

谷
口
　
正
明

福

井

市

西
村
　
和
修

和

泉

市

冨
尾
　
芳
昭

甲

賀

市

森
地
　
徳
二

周

智

郡

鈴
木
　
康
久

津

市

滝
谷
　
芳
照

津

市

鏡
　
　
髙
博

泉
大
津
市

宮
崎
　
次
郎

（
再
任
を
含
む
・
敬
称
略
）

（
令
和
二
年
六
月
現
在
）

東
近
江
市

野
村
喜
一
郎

愛

知

郡

杉
立
　
昌
紀

長

浜

市

前
川
善
太
郎

名

張

市

中
山
　
文
利

伊

賀

市

辻
本
三
千
男

度

会

郡

吉
田
　
　
勲

い
な
べ
市

野
口
　
利
雄

津

市

稲
垣
　
善
律

木
津
川
市

青
木
　
幸
彦

相

楽

郡

石
上
　
俊
昭

久

世

郡

古
川
　
陽
子

泉

北

郡

村
田
多
津
雄

川

辺

郡

頭
司
　
正
博

丹
波
篠
山
市

森
　
　
正
樹

就
任
十
年
世
話
係

名
古
屋
市

林
　
　
清
美

一

宮

市

小
松
　
　
繁

一

宮

市

秋
江
　
正
信

大

垣

市

樋
口
　
幸
夫

美
濃
加
茂
市

佐
藤
　
秀
樹

加

茂

郡

山
口
　
公
貴

下

呂

市

平
田
　
光
男

可

児

郡

生
駒
　
好
文

揖

斐

郡

髙
橋
　
　
寛

揖

斐

郡

渡
辺
美
佐
子

不

破

郡

松
井
　
　
巌

関

市

船
戸
　
秀
晴

稲

沢

市

橋
本
　
和
也

東
近
江
市

山
田
　
藤
雄

彦

根

市

木
村
　
正
彦

彦

根

市

宮
川
　
基
司

新任講長他役員・世話係ご紹介

永年世話係表彰

コ
ン
テ
ン
ツ
タ
イ
ト
ル
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こ
の
た
び 

蒲
郡
多
賀
講
の
皆
様
に
は
創
立
五
十
周
年

の
節
目
を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
多
賀
信
仰
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
こ
と

は
誠
に
有
り
難
く 

深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　
今
後
も
ご
信
心
を
お
続
け
頂
き 

末
永
く
お
栄
え
に
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
多
賀
講
総
本
部
は
、
今
か
ら
三
年
程
前
に
参
集
殿
内
に
事

務
所
を
移
し
、
講
員
皆
様
の
受
付
や
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
此
の
度
、
社
務
所
西
側
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
し

た
旧
多
賀
講
総
本
部
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
と
な
り
、

只
今
年
内
完
成
を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
旧
多
賀
講
総
本
部
は
、
多
賀
講
創
設
五
百
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
に
社
務
所
と
共
に
建
て
ら
れ

た
も
の
で
、
和
室
二
室
の
落
着
い
た
佇
ま
い
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
玄
関
ま
で
の
石
段
や
、
部
屋
の
入
口
に
も
段
差
が
あ

り
、
講
員
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
此
の
度
の
工
事
は
、
高
齢
者
や
車
椅
子
で
の
ご
利
用
の
方

を
考
慮
し
、
新
た
に
ス
ロ
ー
プ
付
き
の
玄
関
を
設
け
、
玄
関

か
ら
室
内
ま
で
全
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
施
し
ま
す
。
又
、

建
物
内
部
の
空
間
を
広
く
取
っ
て
、
モ
ダ
ン
で
明
る
い
室
内

へ
と
一
新
し
ま
す
。

　
お
正
月
か
ら
ご
利
用
頂
け
る
よ
う
、
只
今
急
ピ
ッ
チ
で
工

事
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
講
員
皆
様
に
は
是
非
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

祝 

蒲
郡
多
賀
講 

創
立
五
十
周
年

多
賀
講
総
本
部
が
新
し
く
な
り
ま
す

新たにスロープがついた多賀講総本部玄関
（予定図）

◀︎入口付近

室内▶︎
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責
任
役
員
ご
勇
退

明
智
光
秀
禁
制

車
戸
川
側
壁
石
積
並
び
に
石
玉
垣
修
復
工
事

　
去
る
六
月
十
日
、
責
任
役
員
会
に
お

き
ま
し
て
夏
原
覚
様
と
一
圓
泰
三
様
が

役
員
を
ご
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
長
年
に
亘

り
当
社
の
運
営
に
種
々
ご
尽
力
賜
わ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
後
任
に
は
氏
子
崇
敬
者
総
代
の

清
水
克
己
様
と
稲
毛
権
宮
司
が
推
挙
さ

れ
ご
就
任
頂
き
ま
し
た
。

　
当
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
多
賀
大
社
文
書
』（
県
指
定
文
化
財
）
に
は
、
十
六
巻
一
三
六

通
の
書
状
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
を
始
め
多
く
の
戦
国
武
将
が
名
を
連

ね
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
に
、
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
明
智
光

秀
の
禁
制
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

明
智
光
秀
禁
制　
　
　

堅
紙　

楮
紙　

三
五
・
五
㎝
×
四
六
・
一
㎝

禁
制
　
　
　
多
賀
社
中

一
、
軍
勢
甲
乙
人
乱
妨
狼
藉
事
、

一
、
陣
取
放
火
事
、

一
、
相
懸
矢
銭
・
兵
糧
米
事
、

右
条
々
堅
令
停
止
訖
、
若
有
違

犯
輩
者
、
速
可
處
厳
科
者
也
、
仍

下
知
如
件
、

�

天
正
十
年
六
月
六
日
　
日
向
守
（
花
押
）

　
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
二
日
、
明
智
光
秀
は
本
能
寺
で
織
田
信
長
を
、
二
条
城
で
織

田
信
忠
を
倒
し
、
更
に
六
月
五
日
、
信
長
の
居
城
で
あ
る
安
土
城
に
入
っ
た
光
秀
は
七
日
ま
で

滞
在
し
、
六
月
十
三
日
に
、
中
国
地
方
か
ら
帰
来
す
る
豊
臣
秀
吉
と
天
下
分
け
目
の
「
山
崎
の

戦
い
」
に
臨
み
ま
す
。

　
本
状
は
、
安
土
城
入
城
時
に
発
給
さ
れ
て
お
り
、
社
中
で
の
諸
事
を
禁
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

光
秀
の
当
社
へ
の
信
仰
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
本
能
寺
の
変
後
、
近
江
国
内
で
の
光
秀
の
禁
制
は
本
状
だ
け
で
あ
り
、
日
付
の
関
係
を
考
え

れ
ば
最
後
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
明
智
光
秀
は
美
濃
国
出
身
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
出
生
地
は
明
確
に
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

当
社
鎮
座
地
の
多
賀
町
佐さ

目め

と
い
う
集
落
に
も
光
秀
に
関
す
る
出
生
伝
承
が
残
さ
れ
て
お
り
、

ま
だ
ま
だ
謎
多
き
武
将
の
一
人
で
あ
り
ま
す
。

　
令
和
御
代
替
わ
り
奉
祝

事
業
の
一
環
と
し
て
、
町

の
助
成
を
得
て
昨
年
よ
り

着
工
し
ま
し
た
修
復
工
事

は
現
在
第
二
期
目
に
入
り
、

着
工
前
の
景
観
に
比
べ
る

と
徐
々
に
本
来
の
姿
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
石
積
み
は
文
化
年

間
（
江
戸
後
期
）
の
施
工

と
推
測
さ
れ
玉
垣
は
昭
和

の
造
営
期
に
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　
完
工
は
令
和
四
年
三
月

の
予
定
で
す
。

修復工事の様子

工事前 夏
原　

覚
様

平
成
十
一
年�

氏
子
崇
敬
者
総
代

平
成
二
十
二
年�

責
任
役
員

一
圓
泰
三
様

昭
和
三
十
九
年�

氏
子
崇
敬
者
総
代

平
成
二
十
七
年�

責
任
役
員
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御
神
田
鳥
居
奉
納

七
・
五
・
三
パ
ッ
ク
の
ご
案
内

お
稲
荷
さ
ん
鳥
居
奉
納

令
和
三
年
厄
年
表
と
お
祝
い
年
表
（
数
え
年
）

　
令
和
二
年
四
月
、
御
神
田
参
入
口
に
構

え
る
鳥
居
の
老
朽
化
に
伴
い
、
地
元
多
賀

町
佐
目
の
小
西
木
材
代
表 

柴
田
俊
治
様

よ
り
、
新
た
に
鳥
居
一
基
を
建
立
ご
奉
納

頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
御
神
田
で
は
籾
種
か
ら
苗
を
育
て
、

毎
年
六
月
の
御
田
植
祭
に
は
古
式
に
倣
っ

た
お
田
植
え
神
事
が
斎
行
さ
れ
、
九
月
に

は
抜
穂
神
事
を
執
り
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
鳥
居
も
そ
の
身
に
歴
史
を
刻
み
つ
つ
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
核
で
あ
る

稲
作
の
豊
か
な
稔
り
に
感
謝
を
捧
げ
る
お
祭
り
と
、
こ
の
ご
神
田
を
幾
年
も
見
守
り
続
け
て
い

く
事
で
し
ょ
う
。

　
此
度
の
ご
篤
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

奉
納
者　
　

多
賀
町　

小
西
木
材　
　

代
表　
柴
田
俊
治
様

　
金
咲
稲
荷
神
社
を
崇
敬
さ
れ
て
い
る
方
よ
り
鳥
居
の
奉

納
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
八
月
一
日
、
奉
納
奉
告
式
を
執
り
行
い
、
此
処
に
ご
篤
志

に
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

栗
東
市　

合
同
会
社  

Ｎ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ａ 

代
表 

野
茂 

龍
介
様

多
賀
町　

 
 

は
ま
て
つ　

 　
　

 

古
原 

伸
康
様

多
賀
町　

株
式
会
社  

ひ
ら
つ
か
建
築 

 
 

代
表
取
締
役 

平
塚 

一
弘
様

令和三年厄年表

前　厄 本　厄 後　厄

男
　
性

25 歳 の 厄 平　成
10年生

平　成
９年生

平　成
８年生

42歳の大厄 昭　和
56年生

昭　和
55年生

昭　和
54年生

女
　
性

19 歳 の 厄 平　成
16年生

平　成
15年生

平　成
14年生

33歳の大厄 平　成
２年生

平　成
元年生

昭　和
63年生

還暦：男女共　　昭和36年生

小厄：女性37歳　昭和60年生

お祝い年

古稀　70歳 昭和27年生

喜寿　77歳 昭和20年生

傘寿　80歳 昭和17年生

米寿　88歳 昭和９年生

金婚　結婚50年 昭和47年にご結婚の夫婦
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古
来
よ
り
神
社
で
は
神
様
の
お
使
い
（
神
使
）
と
し
て

狐
・
鹿
・
鶏
・
猿
・
蛇
を
は
じ
め 

様
々
な
動
物
が
現
れ
ま
す
。

来
年
の
干
支 

牛
も
そ
の
一
使
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

何
れ
の
動
物
も
そ
れ
ぞ
れ
に
由
来
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
、

来
年
は
牛
の
よ
う
に
焦
ら
ず
、
騒
が
ず
、
ゆ
っ
く
り
着
実
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず
に

前
へ
進
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

えと鈴……………… ￥800
えと張子…………… ￥800
首振りえと張子…… ￥1,000
紅
べに

鏑
かぶら

矢
や

……………… ￥2,000
烏
からす

鏑
かぶら

矢
や

……………… ￥2,000
守護矢……………… ￥1,000

福ます……………… ￥3,000
熊手（特大）………… ￥10,000
熊手（大）…………… ￥5,000
熊手（中）…………… ￥3,000
熊手（小）…………… ￥1,000

初
詣
は
お
多
賀
さ
ん
へ

えと張子

えと鈴

えと一刀彫

人
事

採　

用

【
出

　

仕
】�

近こ
ん

藤ど
う

　
岳
た
け
る

（
令
和
二
年 

三 

月 

一 

日
付
）

�

吉よ
し

田だ

　
皓

ひ
ろ
し

（
令
和
二
年 

三 

月
二
十
日
付
）

【
舞
女
兼
事
務
員
】�

関せ
き

　
彩あ

や

可か

（
令
和
二
年 

三 

月
十
五
日
付
）

�

奥お
く

田だ

　
希の

亜あ

（
令
和
二
年 

三 

月
十
五
日
付
）

記

後

集

編
　
和
を
以
て
貴
し
と
為
す
　
と
謂
う
至
言
が
あ
り
ま
す
。

　
争
わ
ず
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
行
動
す
る
意

で
す
。
今
年
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
ま
だ
終
息
に
は
時
間
が
か
か
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
「
日
本
モ
デ
ル
」
と
呼
ば

れ
た
対
策
が
世
界
で
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　“
和
”
を
大
切
に
す
る
日
本
人
の
心
の
根
底
に
あ
る

精
神
が
生
み
出
し
た
成
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
安
心
の
で
き
る
日
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

　
社
報
多
賀
№
64
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

烏鏑矢

紅鏑矢

守護矢
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